
彩
の
歳
時
記 

 
 

 

平
成
二
十
一
年 

六
月 

あ
じ
さ
ゐ
の 

八
重
咲
く
ご
と
く 

八や

つ
代よ

に
を 

い
ま
せ
わ
が
背
子

せ

こ 

見
つ
つ
偲し

の

は
む 

 
 

橘
諸
兄
（
た
ち
ば
な
の
も
ろ
え
）
万
葉
集 

七
五
五
年 

「
あ
じ
さ
い
の
花
が
八
重
に
咲
く
よ
う
に
、
い
つ
い
つ
ま
で
も
栄
え
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
様
を
見
仰
ぎ
つ
つ
お
慕
い
い
た
し
ま
す
。」 

あ
じ
さ
い
の
豊
か
な
花
の
よ
う
に
つ
ぎ
つ
ぎ
色
を
変
え
て
長
く
咲
き
誇
る
よ
う
に
と
の
祝
い
歌
。 

紫
陽
花
は
日
本
原
産
の
花
で
学
名
「
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
」
シ
ー
ボ
ル
ト
が
愛
し
た
花
と
し
て
知
ら
れ
、
白･

紫 

淡
紅
な
ど
色
が
変
化
す
る
と
こ
ろ
か
ら
「
七
変
化
」「
八
変
化
」「
八
仙
花
」
ま
た
「
手
毬
花
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。 

紫
陽
花
や
薮
を
小
庭
の
別
座
敷 

 

芭
蕉 

「
藪
を
そ
の
ま
ま
小
さ
な
庭
に
し
つ
ら
え
た
奥
の
離
れ
の
座
敷
に
咲
く
紫
陽
花
の
ひ
っ
そ
り
と
し
た
風
情
が
味
わ
い
を
添
え
て
い
る
」 

六
月
の
異
称 

水
無
月

み 

な 

つ
き 

｢

水
月｣

と
書
き｢
み
な
づ
き｣

と
読
む
。
旧
暦
の
七
月
に
あ
た
る
た
め
、
焦

し
ょ
う

月げ
つ

、・
長
夏

ち
ょ
う
か

・
常
夏

じ
ょ
う
か

な
ど
。 

六
月
の
暦 

一
日 

 

衣
替
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

五
日 

 

芒
種(

ぼ
う
し
ゅ)

【
二
十
四
節
気
】 

芒
種
「
稲
や
麦
な
ど
穂
が
出
る
穀
物
」
の
種
を
蒔
く
時
期
。 

六
日 

 

お
稽
古
の
日 

六
歳
の
六
月
六
日
か
ら
始
め
る
と
上
達
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
。 

十
三
日 

入
梅(

に
ゅ
う
ば
い)  

十
四
日 

父
の
日 

〔
第
三
日
曜
日
〕 

 

 

十
九
日 

桜
桃
忌 

十
三
日
に
入
水
自
殺
し
た
作
家
・
太
宰
治
【1

9
0
9

～1
9
4
8

】
の
遺
体
が
発
見
さ
れ
た
日
。 

忌
日
は
晩
年
の
作
品
『
桜
桃
』
に
因
む
。
こ
の
日
は
誕
生
日
で
も
あ
る
。
今
年
は
生
誕
百
年
を
迎
え
、 

人
と
作
品
に
あ
ら
た
め
て
メ
デ
ィ
ア
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。 

東
京
帝
大
仏
文
科
中
退
。 

生
誕
地
、
青
森
県
五
所
川
原
市
に
あ
る
斜
陽
館
は
明
治
四
十
年
、
明
治
の
大
地
主
、
津
島
源
右
衛
門
（
太
宰
の

父
）
が
建
設
し
た
入
母
屋
作
り
で
米
蔵
に
ま
で
日
本
三
大
美
林
の
ヒ
バ
を
使
う
豪
奢
な
建
物
。
重
要
文
化
財
。 

 

二
十
一
日 

コ
ン
ド
ル
忌 

ロ
ン
ド

ン

出
身

の

建

築

家

、
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
【1

8
5

2

～1
9

2
0

】
の
忌
日

。 

 
 

 
 

 

お
雇
い
外
国
人
と
し
て

、

東
京

駅

を

設

計

し

た

辰
野
金
吾
【1

8
5

4

～1
9

1
9

】
等
、
日
本
近
代 

建
築
創
世
記
の
建
築

家

を
育

成

し

た

。

の
ち
民
間
で
建
築
設
計
事
務
所
を
開
き
、
財
界
人
ら
の 

邸
宅
を
数
多
く
設
計
、
日
本
人
の
妻
を
持
ち
、
日
本
画
を
学
ぶ
な
ど
日
本
趣
味
を
愛
し
た
。
東
大
構
内
に
銅
像
、

墓
所
は
護
国
寺
。
現
存
の
主
な
建
物
は
ニ
コ
ラ
イ
堂
、
旧
岩
崎
邸
、
三
井
倶
楽
部
、
島
津
家
袖
ヶ
崎
邸(
現
・ 

清
泉
女
子
大
学
本
館
）
古
河
邸(

旧
古
河
庭
園)

な
ど
。 

二
十
一
日 

夏
至(

げ
し) 

【
二
十
四
節
気
】 

夏
に
至
る
。
北
半
球
で
最
も
日
照
時
間
が
長
い
日
。 

三
十
日 

夏
越

な

ご

し

の

祓
は
ら
え 

十
二
月
と
六
月
の
晦
日
に
行
わ
れ
る
平
安
時
代
か
ら
続
く
行
事
。
一
年
の
半
分
が
過
ぎ
、 

 

夏
以
降
の
疫
病
除
け
を
祈
願
す
る
。
厄
よ
け
と
し
和
菓
子
の
水
無
月
を
食
べ
る
風
習
も
。 

「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」
は
素
戔
嗚
尊
（
す
さ
の
う
の
み
こ
と
）

に
宿
を
供
し
難
儀 

を
救
っ
た
蘇
民
将
来
（
そ
み
ん
し
ょ
う
ら
い
）

が
教
え
に
従
い
腰
に
茅
の
輪 

を
下
げ
た
と
こ
ろ
、
子
孫
代
々
ま
で
災
い
な
く
栄
え
た
こ
と
に
因
る
。 

 

六
月
の
歌 

 
 

あ
じ
さ
い
い
ろ
の
日
々 

ポ
ー
ル
・
モ
ー
リ
ア
【1

9
2
5

～2
0
0
6

】
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
ナ
ン
バ
ー
。 

当
時
フ
ジ
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
て
い
た
「
小
川
宏
シ
ョ
ー
」【1

9
6
5

～1
9
8
2

】
の 

今
月
の
歌
と
し
て
万
里
村
ゆ
き
子
が
作
詞
、
１
９
７
３
年
の
来
日
公
演
を
前
に 

ポ
ー
ル
自
身
に
よ
り
編
曲
さ
れ
た
。
こ
の
曲
を
歌
っ
た
高
田
恭
子
は1

9
6
9

年
に 

「
み
ん
な
夢
の
中
」
で
デ
ビ
ュ
ー
、
新
人
賞
を
受
賞
。 

六
月
の
女
は
あ
じ
さ
い
み
た
い 

過
ぎ
た
春
の
日
々
を
た
ど
る
心
は
七
色 

 

き
ら
め
く
夏
の
た
め
の
木
綿
の
ド
レ
ス 

縫
う
手
休
め
曇
る
窓
に
煙
る
街
を
見
る 

 

そ
う
よ
あ
の
と
き
も
こ
ん
な
雤
だ
っ
た 

レ
イ
ン
コ
ー
ト
の
あ
の
人
は
傘
の
波
に
消
え
た
わ 

六
月
の
女
は
あ
じ
さ
い
み
た
い 

気
を
静
め
て
午
後
の
お
茶
を
一
人
飲
み
ま
し
ょ
う 

 

フ
ラ
ン
ス
映
画
の
ポ
ス
タ
ー
み
た
い
な 

激
し
く
燃
え
る
あ
ん
な
恋
を
も
う
一
度
し
て
み
た
い 

 
 

 
 

 
 

・
・
後
略
： 

http://kotobank.jp/word/%E7%A9%80%E7%89%A9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BB%BA%E7%AF%89%E8%A8%AD%E8%A8%88%E4%BA%8B%E5%8B%99%E6%89%80
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8B%E3%82%B3%E3%83%A9%E3%82%A4%E5%A0%82
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A7%E5%B2%A9%E5%B4%8E%E9%82%B8%E5%BA%AD%E5%9C%92
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B3%B6%E6%B4%A5%E5%BF%A0%E9%87%8D
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B8%85%E6%B3%89%E5%A5%B3%E5%AD%90%E5%A4%A7%E5%AD%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B8%85%E6%B3%89%E5%A5%B3%E5%AD%90%E5%A4%A7%E5%AD%A6
http://www.hi-ho.ne.jp/kyoto/nagosi.html
http://ja.wikipedia.org/wiki/1969%E5%B9%B4

